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〔A類社会ヨース,A類現代教育実践ヨース環境教育プログラム,B類社会コース 対
｀
象〕

倫理 解答例 令和 5年度

一般選抜前期
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問 6

(a)ロ ゴ ス

「
ri作 メ、」 (ホ モ・ファー‐ミ′レ)上 はベ ルクソレによる定義であ ヤ)、 講 その 日的のた (Vぅ に

,直 異を製作 し、道具を用いて、環境に働きかけ、さまざまな活動を行うことを人間の |!t質

的符腺と認＼⌒lる 考え方のことであるじ

|)、 ti― る洋在言 イ`,中 で |'、 間だ |十 1蛍 、錯む う存在に関心を持ち、「由字■ 何゙かが行:古:す る

とイ手kど うい うことⅢ」上iヽ う諄正 ア,き椰|:を 薦 うことができもてそば,よ うな 代間を他の作凸:

吾とは異な り、「翼存在」 と,平ぶこ

((■ )

「ヤブラ。ラ♯Jと は、「白紙」を意唯 し、人間の′とヽと範念の関係を説明する言葉であるIュ

ロックによれば、あらゆる観念は初めから心の中に備わつているのではなくて、経験によ

うて生まれてくるのである。

「 1<意志」とは、 (々 が共 i重 に抱 く意志のことであ り、自由と平等、公共の利益を志向

十る これに対 し、個 メ、の千げ益を優先する意志が 「特幹意志」であり、こうと′た 「特叶す

と」の撫和が
「
全体意志どである[



前期

〔A類社会コース,A類現代教育実践コース環境教育プログラム,B類社会コース 対象〕

倫理 解答例 令和 5年度

一般選抜前期

II

間 l

凡夫は他の一切の修行方法を捨てて, もっぱら念仏をとなえること (称名)に よって阿弥

陀仏の浄土に往生することできるということ。『選択本願念仏集』において説かれる。こ

の思想は親鷲等に大きな影響を与えた。 (98字 )

問 2

宇宙の根本原理であるブラフマン (梵)と個人の本体であるアー トマン (我)は実は別の

ものではなく,一体であること。人間はこれをさとることによって,輪廻の音悩から解放
される。 (84字 )

間 3

-切皆苦

問 4

縁起

問 5

大乗仏教の菩薩が修めるべき六つの徳目。波羅蜜 とは彼岸 (さ とり)に至るための行,あ
るいは,完成 という意味である。六つとは布施・持戒・忍辱・精進 。禅定・智慧である。
これら1ま順に, ものや教えなどを与えること,戒律を守ること,耐え忍ぶこと,努力する
こと,精神集中,空の知恵,の完成である。このうち,最後の智慧波羅蜜 (般若波羅蜜 )

こそが最終的に達成されるものであり,他の五つはそれに至るための階梯である。 (197
字)


